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赤城山景観ガイドラインの概要

赤城山の価値である、美しい自然。赤城山の自然とともにある景観が、自然に敬意を払い、世界の来訪者に誇ることができる、将来にわたって

継承すべき景観となることを目指します。

「質の高い景観体験」は、目の前の風景がより良いものになるだけでなく、赤城山の価値をつくり、赤城山を好きになってもらう人を増やす、自立

した地域経済を得るなど、様々な効果が期待できます。

（１）基本理念

Akagi Well-Viewing

赤城ウェルビューイング

＜質の高い景観体験がもたらす効果＞

（２）基本方策

１ 「らしさ」を守る

赤城山らしさ＝長くあるもの

２ 「地」をつくる
映えさせる景観、馴染ませる景観

３ 「まとまり」で演出する
赤城山の価値を、みんなで共有する

熊本県黒川温泉

スペインフスカル



県立赤城山公園境界線※

市境

県道

その他道路

遊歩道、山道など

賑わいエリア

回遊エリア

保全エリア

▲黒檜山

▲駒ケ岳

▲小地蔵

▲長七郎山

▲地蔵岳

▲鈴ケ岳

渋川市

前橋市

桐生市

沼田市

鍬柄山▲

陣笠岳▲

薬師岳▲

出張峠▲

赤城神社

小沼

赤城少年自然の家

▲見晴山 大洞商店街

キャンプ場エリア

覚満淵

鳥居峠

赤城山頂駅

記念館

白樺牧場

大沼

赤城山総合

観光案内所
地域交流

施設エリア

対象区域マップ※公園境界線内には、公園に含まれない民有地も存在しています。

賑わいエリア
体験と集客の中心となる２つの核

大洞商店街、キャンプ場エリア

道路、立ち寄り施設周辺のエリア

回遊エリア
歴史・文化・観光施設の回遊動線

視点場となる湖、山頂、遊歩道、山道

保全エリア
自然を守り、自然を楽しむエリア

（３）対象範囲

対象行為対象物

新築、増築、改築、
移転、修繕、模様替
え、外観の変更

建築物

広告物

工作物

外観の変更
外構・車両施設

主要な眺望

早急に除去不要物

視点場からの見通しを守る
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（５）デザインコード（一部抜粋）

自然景観を美しく見せる「地の色」の推奨色

本ガイドラインの運用を通じて、赤城山の価値をより高める景観づくりに取り組んでいきます。

赤城山景観ガイドラインの概要
（４）対象物・対象行為


